







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「四月三十日 辛巳 水曜 曇。
朝，散歩して帰。課業例の如し。来
客，台湾小畑照世 其母と，中村蓊
と（衍）結婚して其婿と来る。」
　この中村蓊
しげる
というひとは，中村古峡（本
名は蓊）であるとされています。中村古峡
は，初めは文学者として漱石の門下生とし
て活躍していましたが，そのうち心理療法
に関心を持って，精神医学を勉強されて，
日本精神医学会の学術雑誌である『変態心
理』の主幹を10年ぐらいされました。変態
心理学というと，変な感じもありますが，
今で言い換えれば異常心理学ということに
なります。
　さて，中村古峡先生が昭和20年代に催眠
の特別講演をされていたとき，私の恩師の
成瀬悟策先生がそこに参加して，催眠現象
を目の前にしてびっくり仰天して，人間の
心理でこんな面白いことがあるのかという
ことで，それから催眠研究に没頭して，世
界的な催眠研究者になったということで
す。その催眠研究の中から，50数年前に，
成瀬先生は臨床動作法を開発され，今で
は，日本生まれの心理援助法として，世界
のあちこちでも使われています。今日，申
し上げたいのは，跡見に勤めたことで花蹊
先生を知り，臨床動作法をしていたおかげ
で花蹊先生との間接的ではあるが，自分な
りの繋がりを見いだせた喜びです。
　こうした自分のひとり活動による喜び
は，幼児がひとり遊びに夢中になっている
心理と通底しており，人間力
りょく
を育てる原動
力となっていると思います。2015年に，公
認心理師法が制定され，2018年の今年は公
認心理師試験が実施されます。また，今年
は，大学，大学院で公認心理師養成教育カ
リキュラムがスタートしました。
　そこで学ぶことは，心理学であり，臨床
心理学，心理実践力といえると思います。
ここでは，ひとり活動としての学びととも
に共同活動を通しての学びが必要となりま
写真２．菊坂跡見塾（旧伊勢屋質店）
（www.atomi.ac.jp/univ/about/campus/iseya.
html　2019年１月26日）
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す。両活動を通しての人間力
りょく
が育つ教育を
目指しますが，本日は，心理専門職の連
携・協働力を育てることを中心に話します。
　心理学は，人の心の理
ことわり
の学問というわけ
ですから，それを学べば，「自分のことが
分かる・人のことが分かる」ということに
なるわけですが，そうなるためには，単に，
知的に学ぶだけではなくて，演習や実習を
通して体験的に体得していく過程を経なけ
ればなりません。
　例えば，ストレスのメカニズムを学び，
どう対処したらよいかも学びます。その対
処の一つはリラクセーション力であること
理解し，自分自身がリラクセーション力を
つけていくことが重要となります。また，
心の痛みや怒りを学問的に学ぶなかで，感
情コントロールの必要性を知り，感情コン
トロール力が増していくことが大事です。
心理援助では，相手を受け入れ共感するコ
ミュニケーション力や人間信頼感を身につ
けていきます。それらの力をつけていって
こそ心理援助ができるようになります。す
べて，体験的学習の積み重ねで，力をつけ
ていくわけです。
　さて，公認心理師の業務や活動について
は，公認心理師法で定めていますが，その
一つが，表１にある第42条「連携等」です。
公認心理師は，病院や学校などのいろいろ
な場所で，他の多くの専門職のひとと仕事
をすることになります。42条では，公認心
理師の業務における多領域・多職種との密
接な連携の下での総合的で適切な連携を強
調しています。今日，こうした連携は世界
共通的に重要視されており，その実践が進
んでいます。例えば，医療現場での連携・
協働は，「チーム医療」という形で進んで
おり，もうなじみになってきています。教
育関係では，「チーム学校」ということで，
多様な専門性を有した教職員，専門スタッ
フが協力関係を築いていくことや地域との
連携体制の整備を目指しています。
　医療では，医師，看護師，その他の専門
職者，例えば，診療放射線技師，理学療法
士，薬剤師，管理栄養士，作業療法士，言
語聴覚士，社会福祉士，介護福祉士，精神
保健福祉士，臨床心理技術者等，いろいろ
な医療スタッフによって行われます。そう
したスタッフの一人一人が対等に連携・協
働することで医療の質が上がっていくとさ
れています。チーム医療は，誰のためにあ
るかというと，患者，利用者，家族のため
にあるし，いわゆるコミュニティという社
会のためにもあるわけです。その支援のた
めには，いろいろな職種の間で共通の目標
を設定して，その目的を達成していくこと
が大事です。そのためには，スタッフ間の
コミュニケーションが重要となります。こ
のコミュニケーション力こそ，心理学を学
ぶ若い人たちが理論と実践を通して体得し
ていくものだと思います。
　ところが，このスタッフ間のコミュニ
ケーションがなかなかうまくいかず，連
表１．公認心理師法　第四十二条
公認心理師法
（2015年公布　2017年施行）
（連携等）
第四十二条
公認心理師は，その業務を行うに当たっては，
その担当する者に対し，保健医療，福祉，教育
等が密接な連携の下で総合的かつ適切に提供さ
れるよう，これらを提供する者その他の関係者
等との連携を保たなければならない。
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携・協働が難しくなるということが起こり
ます。例えば，職種間での認識のずれが起
こります。患者に対して「あの人は，自分
勝手でわがままだ」というある医療スタッ
フの認識と，「あの人は苦労しすぎて自分
を押さえすぎてきた反動が，今やっと自分
の本音として出せるようになった」という
臨床心理士の理解とには大きなずれがあり
ます。このずれは，ほかの医療スタッフ側
に「心理の人は患者を甘やかすから困る」
という認識を生み，そして，臨床心理士側
には「説明しても分かってもらえない」と
いう認識を生じさせかねないわけです。こ
うした問題点をチームのなかで解決するに
は，コミュニケーション力，調整能力，問
題解決能力が必要と言われています。これ
らの力はどうやって付け行けばいいので
しょうか。
　話は少し変わりますが，多職種連携にお
ける心理職の課題を検討してみましょう。
他の職種の人から連携・協働において役立
つとされているのは，心理アセスメントと
心理療法ということです。ゆえに，連携・
協働というとき，まずこれらができること
が必須です。他の職種の人に「やはり心理
の人は違うな」と思ってもらえるような活
動ができれば，そこで一つの信頼を得ま
す。それが連携の基礎になるわけです。
　他の職種の人から見ての課題なのです
が，医学・医療に関する知識不足，他の職
種に関する認識不足が挙げられています。
また，自分の役割に対する自覚が弱い。つ
まり，心理職というのは，例えば医療の中
では，国家資格でないので健康保険による
診療報酬を請求できる専門職とはなってい
ません。それゆえもあって，なかなか立ち
位置が難しいところがあり，自分はどうい
う役割を取るべきかが不確となりやすい。
　それから，よくいわれるのはコスト意識
の低さ。これは社会性が低いという評価に
つながっていく側面を持っています。それ
から，プライドの高さということも挙げら
れています。このことは，臨床心理士の養
成教育のなかで，専門家としてちゃんと自
覚を持ってプライドを持ってやっていきま
しょうと指導しているので，悩ましいとこ
ろです。ですが，自分のプライドが，他者
からはどう見られているかという客観的・
合理的な把握力を身につけていくことも，
大事な点だと思っています。
　この多職種間での連携は重要であるが難
しいという状況は，世界的に共有されてい
て，それゆえに，専門職連携教育が盛んに
検討されているところです。
　専門職連携実践で必要とされる能力は，
多職種連携コンピテンシー（能力）と呼ばれ
ています。このコンピテンシーは持って生
まれた能力ではなく，学習により修得し，
第三者が測定可能な能力とされています。
ここが面白いところで，つまり，この教育
をするときは目標を定めて，その目標の到
達度をきちんと測るところまでやって，専
門職連携教育だというわけです。大学では
シラバスでそういうことを示しているわけ
ですけれども，これをしっかりやっていく
ということですね。
　図２は，多職種連携コンピテンシーを図
示したものですが，一番真ん中が「患者・
利用者・家族・コミュニティ中心」となっ
ています。このことは，「患者・利用者・
家族・コミュニティ」を中心にして，「職
種間で共通の目標を設定することができる
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能力」のことを指しています。患者・利用
者・家族・コミュニティのために連携する
わけで，そのためには，「職種間のコミュ
ニケーション」が必須となります。そして，
その周囲に，「職種としての役割を全うす
る」，「関係性に働きかける」，「自職種を省
みる」，「他職種を理解する」という能力が
置かれています。多職種連携教育における
コンピテンシーの観点が明確に示されてい
て，大いに参考になります。
　さて，日本での多職種連携教育の先駆け
的実践を紹介いたしましょう。それは，「亥
鼻 IPE（専門職連携教育）」として展開され
ているものです。「亥鼻」は，千葉市のあ
る地区の名前で，「いのはな」と読むそう
です。言われてみれば，イノシシの「亥」
に「鼻」ですからね，なるほど！です。こ
れは千葉大学の看護学研究科が中心になっ
ておこなっていることです。自分自身の
リーダーシップや多分野・多職種連携能力
を磨くための専門職連携教育として，教育
プログラムを作成し実践されています。ユ
ニークなのは，医学部，看護学部，薬学部
の学生は，１年生から４年生までこのプロ
グラムに全員参加ということです。このプ
ログラムの演習・実習のときには，３～４
人で一つのグループを作りますが，そのと
きに，必ず医学部から，看護学部から，薬
学部から１人以上入るわけです。そこに
は，学部の違う３～４人の学生でグループ
を作って，学生の１年生のうちから異なる
専門領域の者で学び合う，異なる専門領域
の者で助け合う，理解を深める，信頼を育
むという教育目標があるわけです。このシ
ステムは非常に素晴らしいと思います。
　プログラム構成は，次のようになってい
ます。
Step 1（１年次）
「ふれあい体験実習」：グループで
各病院に訪問し，患者に話を伺う
チームメンバーそれぞれの専門領域
の役割機能を理解し尊重できる
Step 2（２年次）
実習に行く
別々の施設で実習した２グループで
話し合うチームメンバーそれぞれの
職種の役割・機能を把握し，効果的
なチームビルディングができる能力
を身につける
　１年生の「ふれあい体験学習」は，病院
図２．多職種連携コンピテンシーの対象者：
医療保健福祉に携わる職種
（多職種連携コンピテンシー開発チーム　2016）
（http://www.hosp.tsukuba.ac.jp/mirai_iryo/pdf/
Interprofessional_Competency_in_Japan_ver15.
pdf#search=%27%E5%A4%9A%E8%81%B7%E7
%A8%AE%E9%80%A3%E6%90%BA%E3%82%B
3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%86%E3%83
%B3%E3%82%B7%E3%83%BC%E9%96%8B%E7
%99%BA%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0
%EF%BC%882016%EF%BC%89%27　2019年１月
26日）
職種役割を全うする
職種間
コミュニケーション
患者・利用者・
家族・
コミュニティ中心
自職種を
省みる
他職種を
理解する
関係性に働きかける
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や施設などに行って，患者さんとか施設の
利用者の人のお話を聞く。お話を聞きに行
く前に，前準備で，基本的なコミュニケー
ション技術の習得を目指すということをや
るそうです。
　各病院を訪問して，患者さんから30分程
度お話を聞いて，戻ってきて，グループご
とに患者さんがどのようなことを言ってい
たか，いろいろなことを振り返る。そして，
まとめるときは３～４人でまとめて，振り
返りのときは２グループがユニットを組ん
で，学生は７～８人で，教員や職員（専門
技術者）が参加して話し合うというスタイ
ルを取ることが多いそうです。
　２年生では，最終的には自分たちが学習
したことを発表し，討議・共有して，さら
に学習課題を見つけるということをされて
います。
　３年生，４年生のプログラムは次のよう
になっています。
Step 3（３年次）
患者・サービス利用者，医療専門職
間の対立を理解し，問題解決ができ
る能力を身につけるステップ
Step 4（４年次）
患者・サービス利用者を全人的に評
価し，患者・サービス利用者中心の
専門職連携によって診療・ケア計画
の立案ができる能力を身につけるス
テップ
　３年生のこのプログラムは大事ですね。
患者やサービス利用者と職員が対立するこ
とがあるわけです。私たちも，患者として
病院に行って医師と対等にいろいろな情報
交換ができたと思えることは多くはないで
す。言いたいことの半分も言えなかったな
と思って帰ってくるわけですね。ここは，
そういう患者・サービス利用者と医療専門
職の間の対立を理解する，どういう溝があ
るのか，どういう対立関係があるのか，そ
れを解決するためにはどうしたらいいのか
というようなことが中核になります。
　４年生になると，上記にあるように，最
終的には，患者・サービス利用者中心の専
門職連携によって診療・ケア計画の立案が
できることが目的になります。
　この４年生の実習では，模擬患者さんと
面接して，現在の状態とか入院前の生活と
かを聞いて，退院計画を立てる上での患者
の意向を集めるという作業をします。これ
も，医学部の人，看護学部の学生，薬学部
の学生がそれぞれ参加しています。
　また，自分たちの立てた計画がより専門
職の目から見るとどうなのかということ
で，実際の専門職の人に聞きに行って意見
をもらうという，専門職へのコンサルテー
ション作業もします。
　そして，医師，看護師，薬剤師，理学療
法士，作業療法士，言語聴覚士，医療ソー
シャルワーカー，管理栄養士，カウンセ
ラー、遺伝カウンセラーなど、各専門職の
意見を参考に，最終的な退院計画を作成す
るために学生同士で話し合いまとめていき
ます。そして，それを発表会で披露すると
いうような計画になっています。
　以上，「亥鼻 IPE（専門職連携教育）」の
紹介をさせていただきましたが，心理専門
職教育に，このプログラムを少しでも取り
入れられないかということで，一緒にみん
なで考えていきたいと思っているところで
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す。これをやろうとすると，全学的なこと
ですから，全学の理解と協力が必要になり
ます。学部をまたいで，専門職になる人た
ちの連携・協働ということを，学部のうち
から教育していきたいものです。学部をま
たいで，亥鼻 IPE の精神を盛り込んだ実
習ができるならば，心理職は各分野でもっ
と活躍ができ需要も高まるのではなかと思
います。
　最後の写真は，10期生ですね。卒業と書
いてあるところが愛嬌ですね。大学院だか
ら本当は「10期生の修了を祝う会」です。
毎年，修了を祝う会の後にこういう写真を
撮っていると思いますが，これは節目の10
期生です。この人たちは，今度20期生がこ
ういうことをするときには10年たっている
わけですから，どのくらい成長している
か。連携・協働がどのくらい上手になって
いるか。この人たちに今からメールを出し
て，「10年後を聞かせてくださいね」と言
いたいと思っているところです。
　以上です。どうもありがとうございまし
た。
○松嵜　鶴先生，ありがとうございまし
た。これからの連携・協働のコンピテン
シーを育てるための形の可能性をお話しい
ただけたと思います。
　それでは，ご登壇の先生方，台の上によ
ろしくお願いいたします。ご紹介が遅くな
りましたが，今，パワーポイントの操作を
してくださっているのは，去年度から新任
で来ていただいている新井先生です。よろ
しくお願いします。
ディスカッション
○松嵜　では，先生方，どうもありがとう
ございました。ちょっと時間が押している
のですが，私，ちょっと質問しようと思っ
ていたのですけれども，フロアにこれだけ
先生方がいらっしゃっていますので，まず
フロアの方でご質問やコメントがおありの
方は挙手をしていただいてお受けしたいと
思います。いかがでしょうか。勇気が要る
と思いますが，どうぞ勇気を振り絞って。
どんな素朴な疑問にも，先生方はきっと答
えてくださると思いますが，いかがでしょ
うか。
　では，皆さん，ちょっと考えていただい
て，私が質問したかったことを先に質問さ
せていただきます。
　まず，平木先生には，スライドの中で関
係性とか多元性とか汎用性という言葉が出
てきましたが，それを学ぶのはすごく難し
いと思うのですけれども，そのあたりの具
体的なアイデアがもしあったら教えていた
だけたらいいなと思います。
　それから，野島先生には，跡見学園女子
大学が専門職養成ということをすごく一生
懸命始めたわけですけれども，専門職とし
てではないけれども心理学の知識と技術を
生かしていけるという道もあると思うの
で，そのあたりについて，これからどう進
んでいったらいいのだろうかというあたり
をコメントいただけたらと思います。
　鶴先生には，二つのコンピテンシーとい
う大きなこれからの能力みたいなことが示
されましたけれども，具体的なところで，
今，医療の中でこんなことができるという
ことが出てきましたけれども，臨床心理の
中でどんなことができるかという話がいた
だけたらと思います。よろしくお願いいた
します。皆さん，質問を考えておいてくだ
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さいね。では，よろしくお願いいたします。
○平木　関係性も多様性も汎用性も抽象的
な言葉で分かりにくいので，具体的にとい
うご希望ですが，私が関係性と言うとき
は，私の専門の家族療法の視点から説明す
ると分かりやすいと思われます。個人でも
家族合同でも面接しますが，面接の中で影
響を受け，しかも関心を持つのは，一言で
いうと，そこで訴えている人たちの問題は
個人の問題ではなくて関係がつくる問題だ
ということです。関係がつくる問題とは，
別の言い方をすると，誰かと誰かが関わっ
ているときにいつの間にか悪循環のコミュ
ニケーションに陥ったり，「相手がおかし
い」とか，「自分がおかしいのではないか」
と悪者づくりをすることです。その悪循環
のコミュニケーションというのは，例え
ば，「私はこうしたい」と本当は言いたい
のだけれども，「あなたはこうしない」と
言う。「私はこうしてほしい」と言いたい
のだけれども，「あなたは何でこういうふ
うにやるのだ」と責める。そんなコミュニ
ケーションから，相互の責め合いになる。
責め合いになると，ますます，攻撃の勢い
も増し，関係が分裂するまでに至るのです。
　その結果は，誰かが症状をもったり問題
があることになったりします。そこにかか
わっている人々は，自分の思いを伝えてい
るのですが，違いがあったり，理解できな
かったりすると，誰かが悪いことになる。
つまり，関係性が問題を創るということで
はないのか。問題は，相互に自己主張を繰
り返すことで，問題は変わらないのに関係
はますます悪くなり，問題も大きく，重く
なるのです。誰も悪くないのに，関係性を
どうつくっていくかということで躓いてい
る。コミュニケーションの問題を解決しま
せんかというわけです。
　関係性をどうつくるかということになる
と，ゼミでも，私たちの日常生活でも，友
だちとのつき合いでもあり得ることです。
あちこちで起こっていることです。私は最
近学生と接することがなくなったのです
が，現代は面と向かって話し合うことが
減っているからか，社会規範が個人を苦し
くしているとか，違いを理解する相互交流
が少なくなっていることに問題があるかも
しれません。私がアサーショントレーニン
グをする目的もそこにあるのですが，それ
は関係性をつくることの大変さと意味を考
えた支援です。
　一人ひとりが個別性を持ちながら，つま
り多様性の中で他の人と一緒に生きていけ
るというのは，汎用性が必要なわけです。
誰にでもある程度対応できるようになる。
その誰かにある程度対応できるようになる
のも，コミュニケーション能力だと思って
います。
○松嵜　ありがとうございました。では，
野島先生，お願いします。
○野島　専門職という形をちょっと強く強
調してお話をしましたけれども，臨床心理
学科で専門職を目指す人は，これまでの経
験ですと，たぶん120名中で１割くらいな
んですね。そして，その１割の12名が大学
院を修了するということで，跡見だけで修
了するわけではありませんけれども，他大
学の大学院に行く人も含めると，大体１割
くらいだと思います。
　この臨床心理学科でわれわれがイメージ
しているのは，もちろんそういう心理専門
職，プロフェッショナルを養成することが
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一つのミッションだと考えておりますけれ
ども，それに加えて，あと二つのタイプの
人を育てるということもミッションだと考
えております。
　二つ目は，心理学あるいは臨床心理学の
知識を仕事に生かすということで，今まで
話題になっておりますコミュニケーション
能力とか，対人スキルとか，心理学的な知
識を販売なりの対人的なやりとりの中に生
かすとか，あるいは何か企画するときに心
理学的な視点を生かすとか，マーケティン
グリサーチみたいなところに心理学的な知
識を生かすとかいう形で，心理学の知識と
技術を学ぶことを通して，それぞれの方が
就いたいろいろな仕事の中で，そこで得ら
れた知識と技術を生かして，自分の仕事を
より有効にやっていけるようにという形
で，ワーク，仕事に生かすということが二
つ目のミッションだと考えております。
　三つ目は，プロフェッショナル，ワーク
とともに，今度は長い目で見ますと，ライ
フ，人生に生かすということで，うちを卒
業した人たちは，仕事と別に，例えば結婚
したりして，そうすると家族ができるわけ
ですけれども，家族とどうやって仲良く
やっていくか。あるいは，子育ての中で，
子どものことをどのように理解していく
か。あるいは，最近は介護の問題等があり
ますが，介護なりという場合にそういうこ
とに対する知識なり技術なりという形で，
自分自身があまり不調にならずに，メンタ
ルヘルスを維持しながら人生を充実して生
きていくにはという形で，心理学の知識を
生かしていく。そういうライフに生かすと
いうのが３番目のタイプと考えております。
　ですから，プロフェッショナルに生かす
ことと，ワークに生かすことと，ライフに
生かすということで，この三つのことを目
指していろいろ勉強していくということを
われわれは想定して，そういう気持ちで教
育に当たっていくということをしていきた
いと思っております。
○松嵜　ありがとうございました。鶴先
生，お願いします。
○鶴　二つのコンピテンシーについてとい
うことで，先ほどもちょっとお話ししたの
ですけれども，まず，患者，利用者，家族，
コミュニティのため。これが中心で，それ
ぞれの職種の間でどういう目標を立てるこ
とができるか。
　例えば，不登校の子でしたら，担任の先
生，生徒指導の先生，校長，副校長，養護
の先生などが関わるわけですね。それに保
護者が関わってきます。そして，スクール
カウンセラーが関わる。そうすると，その
ときに，例えば養護の先生は，この子は体
が弱いから１限目から６限目まで学校にい
ることは大変疲労が重なるので，できたら
週に数日，何時間か通うようにしたほうが
よいという意見を述べる。一方で，担任あ
るいは生徒指導の先生は，ちょっとそれで
は生ぬるいのではないかというようなこと
があったり，それでは授業に遅れるとかい
うようなことがあるわけですね。
　それから，保護者としてはなるべく学校
に行かせたい，授業にもついていけるよう
にしてほしいというのですが，スクールカ
ウンセラーから見たら，この子の体が弱い
ということもあるかもしれないけれども，
それよりもやる気というか，前向きという
か，今の現状に対してやる気を失ってい
る，諦めている，自分は駄目な人間だと
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思っている。そこからの支援が必要ではな
いかというふうに，それぞれが少しずつ自
分が目指す力点の置き所が違うわけです。
　それを全員がなるべく率直に出して，そ
こで共通点を見いだす。そのときに，必ず
学校本意ではなく子ども本位で共通点を見
いだすことが大事だということが強く言わ
れているわけです。それが強く言われると
いうことは，これまで私たちは，そういう
ことは知識としてあっても実践を十分にし
てこなかったという反省があると思います。
　それから，ではそういうふうにするため
には，職種間のコミュニケーションが重要
です。ここで，子どもについての情報の共
有だけではなくて，自分たちの考え方，価
値観，何を大事に考えているかということ
をお互いに伝え合うことができる能力なの
です。だから，例えば，「黙っているけれ
ども分かってください」みたいなのでは分
からないので，何らかの表現をしてとにか
く伝え合うという力，その能力を学生の時
代に身につける。そして，もちろん専門職
として働きだしても，一生涯このことは自
分で研鑚していく。グループ，集団，横の
関係で研鑚していくという意識を持って
やっていきましょうということだと思いま
す。
○松嵜　ありがとうございました。では，
先生方の番です。どなたかご質問とか，コ
メントとか，いかがでしょうか。ありがと
うございます。青山学院，平山先生です。
マイクをよろしくお願いいたします。マイ
クをお持ちの先生は，今年から新人の板東
先生です。よろしくお願いいたします。
　平山先生，よろしくお願いいたします。
ご所属とお名前をお願いします。
○平山　青山学院大学心理学科の平山で
す。先生方のご発表をお聞きしていて，非
常に刺激的でした。跡見学園女子大学で
は，時代を見越すかのように，どうして臨
床心理学科ができて，そして，どうして心
理学部ができたのだろうと考えながら，お
話をお伺いしておりました。なかなか難し
いところを実現してこられたのをお聞きし
て，連携・協働とか，自分たちのアイデン
ティティーを掘り下げていくとか，そし
て，自分たちのアイデンティティーを追い
掛けて社会に浸透していくとか，そういっ
た動きを感じました。
　跡見花蹊先生の，最初の，花とか虫とか
いろいろなものが一緒に一つの世界をつ
くっているのだというお考えや，そういう
連携，多職種連携の重要性。また，学生さ
んの教育についても大学院での濃密な教育
訓練だけでなく，OB・OG カンファレン
スがあって，臨床心理の査定の研修会が
あって，さらに中堅の心理士の研修会が
あってと，非常に濃密な研修が卒業後も展
開しておられる。地域貢献というところで
も，講演会が年に２回開催されていたり，
５回シリーズであったりと，こちらも非常
に幅広く，地域に浸透されている。他にも，
おしゃべりたいむとか，不登校を考える親
の会とか，ふれあいカフェとか，教育セン
ターとの連携など。
　これから心理専門職が国家資格化されて
いくときに，連携や，複雑に交流していっ
て展開していく力が必要になることが理解
されてきました。また，そうした視点と力
が，跡見学園女子大学の心理学部をつくっ
たのだなと感じるとともに，非常に多くの
示唆を受けたと考えております。
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○松嵜　貴重なコメント，ありがたいコメ
ント，ありがとうございました。他にはい
かがでしょうか。
○宮崎　跡見学園女子大学の宮崎です。運
営委員の１人で，あまり挙手するのはNG
かなと思うのですが，どうしても聞きたく
て。
　先ほどの鶴先生の亥鼻モデルですかね。
あそこで，聞き漏らしていたら申し訳ない
のですが，学生さんたちがあのような授業
形態で受けているのかとすごくびっくりし
たのですけれども，教員は，各三つの学部
から１人ずつ出ているとか，教員のほうの
お話でもし知っていることがあれば教えて
くださいというのが１点です。
　もう１点，さっき野島先生がおっしゃい
ました，うちの心理学部は三つのモデルを
追い掛けていて，プロフェッショナルと，
ワークと，ライフと。ワークというのは一
般就職，会社に勤めるという人たちのこと
を指しているのですけれども，ワークに進
まれる学生さんたちにとって心理学部とし
てのキーワードになるようなものというの
は，お三方の先生は何を思っていらっしゃ
るのか。もしお考えがあったらお聞かせく
ださい。
○松嵜　では，鶴先生からお願いいたしま
す。
○鶴　教員は，例えば最初の十数回のプロ
グラムの中で，最初は講義があるんです
ね。そうすると，各学部からお一人ずつの
先生が講義に出られてされるみたいです。
それから，実習指導の場合は，またそれぞ
れの学部からのその担当の先生たちが出ら
れる。そして，いわゆる教員資格のある講
師だけではなくて，理学療法士とか，作業
療法士とか，時によったらいろいろな専門
技師さんとか，言語聴覚士，医療ソーシャ
ルワーカー，管理栄養士，遺伝カウンセ
ラーとか，そういうような人が必要に応じ
て質問や意見を受ける，指導するという形
で関与されているということです。
　ここは見学制度があって，常に見学可で
はなくて，この期間は見学可ですよという
のがあるので，一回私も見学に行ってみよ
うと思うのですけれども，先生，一緒にい
かがですか。
○宮崎　よろしくお願いします。
○松嵜　ありがとうございます。では，も
う一つのご質問のワークに心理学を生かす
ためのキーワードについて，各先生。平木
先生から伺ってもいいですか。就職とかお
仕事をするときに心理学の知識と技術が
……。
○平木　そのお話を聞いているときに思い
出したことを一言。鶴先生がお話しされた
ことからの連想なのですけれども，私は学
生たちがどういうキャリアを送るかという
ことはキャリアカウンセリングのテーマで
もあるし，心理学科のテーマでもあると
思っています。その中で私が感動している
事例として，コラボレーションとか連携と
かということと同じことをお話しします。
組織開発の分野で注目されている星野リ
ゾートの社長の試みです。
　「プロフェッショナル」というテレビ番
組に取り上げられたのでご存じの方もい
らっしゃるでしょうが彼のホテル経営で
は，社長からベッドメイキング・料理長や
食堂のサービス係まで，斜め割りのミー
ティングをされます。社長も出ていれば，
お掃除の方も出ている会議で，それぞれの
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立場の人々が自由に発言して，ものごとが
決まっていくのです。
　肩書とか権威とか専門性とかというよう
なことにこだわらないで，私がさきほど自
分が企画体になるといったことなのです。
「私はこう思っているのですが……」言え
る学生を育てるということのような気がし
ています。アサーションに近いことを言っ
ています。
○松嵜　ありがとうございます。鶴先生，
お願いします。
○鶴　連想で思い出したのは，今でもそう
ですけれども，跡見で授業をするときに意
見を言ってもらうわけですね。「その意見
の根拠は何ですか」とよく聞いていたので
す。なぜそういうことを言うのかが分から
ないから，なぜそういう意見になったの
か，その根拠は何かと聞いていたので，陰
での私のあだ名が「根拠先生」ということ
になっていました。
　面白いのは，今，多様性ということです
けれども，他の先生の授業のときに，私の
ゼミの学生が手を挙げて，「根拠はないけ
ど言ってもいいですか」と聞いたら，その
先生は「どうぞ，どうぞ」と言ったという
んですね。だから，そういうのが多様性か
なと思いますし，それから，コミュニケー
ションということになると，率直に言えば
いいと言うほど世の中が単純ではないの
で，率直に言うと，この人はこういう反応
をするだろうと。だから，そうなると行き
詰まるので，目標を達成するためにはどう
いう回り道をするかとか，どういうふうに
こちらが接触すれば，その人がドアを半分
ぐらい開けて受け入れて聞く気になるかと
か，どういう側面から話をすると，「ああ，
分かった」というふうに理解が進むかと
か，そういう多様な，いわゆる単純なコ
ミュニケーションではないということを，
学生の間に学んでいくのではないかなと
思っています。
○松嵜　野島先生，お願いします。
○野島　ワークに進む人にとってのキー
ワードということですけれども，僕は理解
と関わりと思っております。理解というの
は，自分を理解するとか，他者を理解する
とか，集団を理解するとか，社会を理解す
るとか，そういう理解するで，どう臨床心
理学科の中で身に付けていくか。関わりと
いう場合は，自分のセルフコントロール，
自分に対する関わりとか，自他関係での関
わりとか，集団での関わりとか，コミュニ
ティでの関わりとか，組織での関わりとか
という形で，大きく言いますと，理解する
ことと関わること，この二つのことを臨床
心理学科の中で身に付けて，それを持って
ワークに進んでいくことがきっと役に立つ
のだと思います。
○松嵜　ありがとうございます。はい，平
木先生，どうぞ。
○平木　すみません。キーワードを言うの
を忘れていました。「違いを間違いにしな
い」ということです。違っているというこ
とは間違いではないということです。
○松嵜　ありがとうございました。あっと
いう間に時間が来てしまいまして，最後に
一言質問すると先生方にお伝えしてあるの
ですが，今，国家資格とかといって，跡見
学園女子大学の心理学部ができた，ちょっ
とお祭りムードで浮き足立っている感じも
するのですけれども，ここだけは絶対押さ
えて，気を付けなさいというポイントがあ
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りましたら，ぜひ一言ずつお願いできたら
と思います。
○鶴　心理学部開設はお祝いムードで盛り
上がって当然ですよね。公認心理師受験も
ちょっと気が高ぶりますね。自重しなさい
というより，そのうち現実が目の前に迫っ
てくるので，浮き足立っているわけにもい
かないので落ち着いてくるのではないで
しょうか。実は，野島先生と私は事情が
あって受けないのですよ。だから，落ち着
いているでしょう！
　学生も，公認心理師の教育というのはも
のすごく厳しいので，授業もたくさんある
ので，もうそろそろ浮き足立っている暇も
ないのではないかと思います。
○松嵜　ありがとうございます。野島先生。
○野島　そうですね。思うのは，学生なり
に向けていろいろと期待とあれを語ってお
りますけれども，まずは教員自らがそれら
を実践していかないといかんなということ
を自戒したいと思います。
○松嵜　ありがとうございます。平木先
生，お願いします。
○平木　鶴先生のお話を聞いて分かったの
ですが，ここにいる３人は受けないのです
が，公認心理師は私には，もう必要ないと
思っています。私だけが変なことを言った
としたら，受けないからだと思っていただ
いて，皆さん，本当に頑張っていただきた
いと思います。
○松嵜　私が何か浮き浮きしているんです
ね。皆さん，ありがとうございました。
　もうお時間が来てしまいました。３人の
先生方にもう一度拍手をよろしくお願いし
ます。
　ありがとうございました。
○前場　ご登壇の先生方，フロアの皆さ
ま，誠にありがとうございました。時間の
関係上，これをもちましてフリーディス
カッションのお時間を終了したいと思いま
す。
　今回のシンポジウムの開催に当たりまし
て，跡見学園校友会一紫会さまと特定非営
利活動法人ポコ・ア・ポコ様よりお祝い花
を贈りいただいております。この場をお借
りしまして，深く御礼申し上げます。
　では，閉演に当たりまして，本学副学長，
神山伸弘よりご挨拶させていただきます。
神山副学長，よろしくお願いいたします。
閉演挨拶　神山伸弘先生（跡見学園女子大
学副学長）
○神山　副学長の神山でございます。この
たびはご講演，どうもありがとうございま
した。また，この場に足をお運びいただき，
誠にありがとうございます。
　臨床心理学科が文学部の中にできました
のが平成14年で，今年が30年ですから，も
う15年という年が過ぎまして，文学部から
心理学部へ，学部に昇格するという運びと
なりました。臨床心理学を立ち上げてい
く，また，その中で大学院を立ち上げてい
くという中で，ご登壇いただいた先生方，
また，遠山先生にもいろいろとお世話いた
だきまして，誠にありがとうございます。
　そのお力添えもありまして，今，心理学
部という形で，またその一つの学科として
臨床心理学科が新たに出発することになり
ました。これから４年間，教育実践の中で，
今まで臨床心理学の中で，文学部の中で
培ってきたものを再確認しながら，それを
発展させていくということと，新しい学部
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ということになりまして付け加わった課題
をさらに展開していく。こちらのほうがお
そらく大きな課題になっていくだろうと
思っております。大学執行部としまして
は，こういう学部への昇格ということに
なったからには，その両方をしっかりと成
し遂げていきたいと肝に銘じているところ
でございます。
　平木先生のお言葉にもありましたよう
に，物事を小さく捉えるのではなくて大き
くと。私の場合は逆に，大きく捉えるほう
から先にいってしまう部分がありますもの
で，目先のことだと，そのようなことでい
いのかというような，そういうことばかり
に思考がいってしまうのですけれども，今
始まったばかりのところで今後のことを飛
躍しながら言うのも何ですが，心理学部と
いうことで，臨床心理学科１学科というこ
とですが，これからさらに発展して，心理
学部の中が充実していく形になっていくだ
ろうと展望しております。
　具体的な形で言えば，なにゆえ心理学部
という形で名前を付けたのだということを
学内で議論していく中で，そのうち心理学
部の中には臨床心理学だけではない何かが
生まれてくるのだというようなことをご示
唆される先生方もおられまして，なるほ
ど，そういうことなのかということで，そ
ういうことであるならばと思ったりするこ
とがございます。
　なにぶん少子化ということもありますか
ら，いろいろと大学全体の中で物事を考え
ていかなければならないことですけれど
も，心理学部という形で学部昇格になった
からには，これからその定着を図るととも
に，さらなる発展を期していきたいと思っ
ておりますので，ご参加の先生方，多くの
皆さん，どうぞお力添えのほどをお願いし
たいと思います。
　あらためて，今日の講師の先生方，どう
もありがとうございました。また，ご参加
の皆さん，どうもありがとうございまし
た。これにてこのシンポジウムを閉じさせ
ていただきたいと思います。どうもありが
とうございます。
○前場　神山副学長，ありがとうございま
した。皆さま，長時間にわたりましてご清
聴いただきまして，誠にありがとうござい
ました。以上をもちまして，心理学部設立
記念シンポジウム「跡見学園女子大学と臨
床心理学─その未来へ」を終了させていた
だきます。皆さま，お気を付けてお帰りく
ださい。ありがとうございました。
